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1．目的 

 婦人科がんサバイバーの主観的な身体症状の分布とあん摩の効果を検討する。 

2．研究デザイン 

 ランダム化比較試験 

3．セッティング 

 記載なし 

4．参加者 

 子宮頸部がん、子宮内膜がん、卵巣がんの病歴のある 40人（標準的な治療後 3年以上再

発の無いもの） 

5．介入 

 Arm 1:ATM群（8週間週 1回 40分間のあん摩施術） 

Arm 2:非 ATM群 

6．主なアウトカム評価項目 

 主観的な身体症状と VASの変化 

7．主な結果 

 20人の参加者は頚肩こりを有していた。12人は下肢症状（痛み、重さ、こわばり、不快

感）を有していた。腰痛は 2人、頭痛、背部のこわばり、片側の不快感、全身掻痒、指の

異常感覚、泌尿器障害が各 1人であった。頚肩こりと下肢症状の VASが AMT群で大幅に改

善されたが、サンプルサイズが小さく統計解析が不可能であった。VASは各あん摩施術後

に改善し、腰痛、背部のこわばり、片側の不快感、泌尿器障害で継続的な改善を示した。 

8．結論 

 あん摩施術は婦人科がんサバイバーの主観的な身体症状である頚肩こり、下肢症状を改

善する可能性がある。 

9．論文中の安全性評価 

 記載なし 

10．Abstractorのコメント 

 がんサバイバーの有する身体症状とあん摩の効果について RCTで検討された貴重な研究

である。今回の報告は抄録集であるため施術内容の詳細が不明であることやサンプルサイ

ズの問題から統計解析まで至っていないことなどの課題がある。今回の課題に加え、がん

サバイバーと健康成人の主観的な身体症状との比較など今後の研究に期待したい。 
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